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４
月
４
日
午
後
、
気
象
庁

が
標
本
木
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

で
８
割
以
上
の
つ
ぼ
み
が
開

い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

桜
の
満
開
を
発
表
し
た
。
春

に
な
る
と
全
国
を
鮮
や
か
な

ピ
ン
ク
色
で
染
め
上
げ
る
そ

の
美
し
さ
と
、
散
り
際
の
儚

さ
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
最

も
象
徴
的
な
「
ふ
る
さ
と
、

心
の
風
景
」の
一
つ
だ
ろ
う
。

後
世
に
守
り
伝
え
た
い
貴
重

な
自
然
資
本
で
あ
る
。

　

近
年
、
企
業
や
金
融
機
関

の
事
業
が
自
然
環
境
に
与
え

る
影
響
と
、
自
然
か
ら
受
け

る
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
開
示

す
る
た
め
の
国
際
的
な
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｔ
Ｎ

Ｆ
Ｄ
（
自
然
関
連
財
務
情
報

開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
）
の

議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
。

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
年

次
報
告
書
で
あ
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
リ
ス
ク
レ
ポ
ー
ト
」で
、

生
物
多
様
性
の
損
失
と
生
体

系
の
崩
壊
が
環
境
リ
ス
ク
上

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ
と

で
、
自
然
資
本
関
連
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
国
連
開

発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
な
ど

が
準
備
を
進
め
、
２
０
２
１

年
に
正
式
に
発
足
し
た
。

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
主
眼
に
お
い

た
内
容
で
あ
り
、
企
業
等
に

は
、
事
業
活
動
の
自
然
資
本

に
対
す
る
影
響
の
開
示
が
求

め
ら
れ
る
。範
囲
は「
陸
」「
淡

水
」「
海
洋
」「
大
気
」
の
４

つ
で
、
具
体
的
な
情
報
開
示

ま
で
の
ス
テ
ッ
プ
は
、「
Ｌ

Ｅ
Ａ
Ｐ
―
Ｌ
ｏ
ｃ
ａ
ｔ
ｅ

（
発
見
す
る
）、
Ｅ
ｖ
ａ
ｌ
ｕ

ａ
ｔ
ｅ
（
診
断
す
る
）、
Ａ

ｓ
ｓ
ｅ
ｓ
ｓ
（
評
価
す
る
）、

Ｐ
ｒ
ｅ
ｐ
ａ
ｒ
ｅ
（
準
備
す

る
）」
に
従
う
こ
と
が
有
効

で
あ
り
、
分
析
に
用
い
る

デ
ー
タ
お
よ
び
情
報
は
、
一

次
情
報
（
直
接
測
定
）
が
望

ま
し
い
。

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ

の
生
物
多
様
性
版
と
も
呼
ば

れ
て
お
り
、
構
成
要
素
な
ど

に
お
い
て
共
通
す
る
部
分
が

多
い
。
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
に
関
し
て

は
、
今
や
多
く
の
企
業
が
気

候
変
動
に
関
す
る
情
報
開
示

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
一
方
で
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は

ま
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
発

表
さ
れ
て
日
も
浅
く
、
国
内

大
手
企
業
に
お
い
て
も
、
議

論
の
俎
上
に
の
ぼ
っ
た
ば
か

り
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
多
い

だ
ろ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
非
上

場
・
中
小
企
業
の
多
い
静
脈

産
業
に
と
っ
て
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
対

応
は
、
ま
だ
ど
こ
か
遠
い
話

の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
等
の
資
源
循
環
事
業
を

本
業
と
す
る
静
脈
産
業
に
こ

そ
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り

組
み
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
で

強
調
し
た
い
。

　

静
脈
産
業
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
情

報
開
示
を
行
う
効
果
と
し
て

は
、
大
き
く
３
つ
あ
る
。

　

１
つ
目
は
、「
社
会
に
向

け
た
静
脈
産
業
事
業
の
付
加

価
値
ア
ピ
ー
ル
」
で
あ
る
。

静
脈
企
業
が
行
う
資
源
回
収

や
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
事

業
は
、
そ
れ
自
体
が
自
然
資

本
の
持
続
可
能
性
に
寄
与
し

て
い
る
。
静
脈
企
業
に
と
っ

て
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
情
報
開
示
は
、

自
社
の
事
業
に
お
け
る
社
会

的
付
加
価
値
を
見
え
る
化
す

る
手
段
に
な
り
得
る
。

　

２
つ
目
は
、「
動
脈
産
業

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡

大
」
で
あ
る
。
大
手
動
脈
企

業
が
開
示
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｆ

Ｄ
へ
の
取
り
組
み
内
容
を
見

る
と
、「
有
効
な
対
策
」
と

し
て
、「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
等
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｆ

Ｄ
情
報
開
示
を
積
極
的
に
行

う
こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出
す
こ
と

に
つ
な
が
る
。

　

３
つ
目
は
、「
静
脈
企
業

自
身
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
経
営
促
進
」
で
あ

る
。
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
情
報
開
示
ま

で
の
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て

は
、
自
社
事
業
の
自
然
資
本

に
対
す
る
影
響
度
を
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
評
価
す
る
。

ス
コ
ー
プ
３
の
カ
テ
ゴ
リ
５
、12
は
廃
棄
物
の
算
定
項
目

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
主
眼
に
置
い
た
新
指
標

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
情
報
開
示
に
取
り
組
む
意
義

資
源
循
環

資
源
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

彌や
な
が永

冴さ
え
こ子

二
次
災
害
予
防
ア
イ
テ
ム
や
飲

料
な
ど
大
型
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分

の
支
援
物
資
を
届
け
た

施
設
完
成
予
想
図
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宮地執行役員

パナソニック家電再生でＣＥ促進
「Panasonic Factory Refresh」開始

能登半島地震の被災地支援
日本リユースシステム

「古着 de ワクチン」事業と連携

自
社
の
事
業
が
ど
の

程
度
自
然
資
本
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
て

い
る
の
か
客
観
的
に

評
価
し
、
よ
り
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
経
営
へ
と
舵
を
切

る
指
針
に
な
る
。

　

ま
だ「
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
」

と
い
う
言
葉
が
世
間

で
認
知
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
頃
、「
本
当

に
取
り
組
む
必
要
が

で
て
く
る
の
か
」「
す

ぐ
に
利
益
と
な
っ
て

還
元
さ
れ
な
い
取
り

組
み
に
、
人
的
資
源

や
コ
ス
ト
を
ど
こ
ま

で
か
け
て
い
い
の
か
」
と
感

じ
た
企
業
は
多
か
っ
た
だ
ろ

う
。
そ
し
て
現
在
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ

Ｄ
は
企
業
活
動
を
維
持
す
る

上
で
マ
ス
ト
事
項
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
も
同
じ

状
況
に
な
る
日
は
そ
う
遠
く

な
い
。

　

日
産
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
Ｅ
Ｖ
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
脱
炭
素
、
災
害
対
策
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
観
光
、
地
方
で
の
交
通

課
題
な
ど
の
地
域
課
題
解
決

に
よ
り
、
社
会
変
革
を
し
て

い
く
日
本
電
動
化
ア
ク
シ
ョ

ン
「
ブ
ル
ー
・
ス
イ
ッ
チ
」

を
展
開
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成

や
Ｅ
Ｖ
の
普
及
に
よ
る
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
社
会
の
実
現

を
通
じ
、
人
と
ク
ル
マ
と
自

然
が
共
生
し
、
住
む
人
が
わ

く
わ
く
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
地
域
社
会
の
発
展
に
貢

献
す
る
た
め
、
全
国
の
自
治

体
・
企
業
と
と
も
に
活
動
し

て
い
る
。

　

こ
の
日
産
が
推
進
す
る
ブ

ル
ー
・
ス
イ
ッ
チ
と
、
京
都

環
境
保
全
公
社
が
目
指
す
脱

炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
双
方
が
賛
同
し
、

協
定
の
締
結
に
至
っ
た
。
協

定
項
目
は
、
主
に
①
Ｅ
Ｖ
の

普
及
促
進
②
Ｅ
Ｖ
を
活
用
し

Ｒ
ｅ
：
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
家
具
の

展
示
・
販
売
が
行
わ
れ
た

来
訪
者
が
希
望
す
れ
ば
、

急
速
充
電
器
で
Ｅ
Ｖ
の
充

電
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

協
定
式
に
臨
ん
だ
（
左
か
ら
）
京
都
日
産
自
動
車
の
中

村
正
人
代
表
取
締
役
社
長
、
京
都
環
境
保
全
公
社
の
鍋

谷
剛
代
表
取
締
役
社
長
、
日
産
自
動
車
西
日
本
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
セ
ー
ル
ス
オ
フ
ィ
ス
の
酒
井
田
泰
エ
リ
ア

ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

タ
ッ
グ
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
選
別
の
様

電気自動車を活用し脱炭素社会実現に向け共創
京都環境保全
公社が日産と 来訪者がＥＶを充電できるサービスなど開始

た
地
域
活
性
化
③
Ｅ
Ｖ
を
活

用
し
た
災
害
対
策
強
化
―
―

の
３
点
。

　

Ｅ
Ｖ
の
普
及
促
進
に
つ
い

て
は
、
日
産
で
は
企
業
の
社

屋
や
工
場
に
充
電
器
を
設
置

し
、
従
業
員
や
来
訪
者
が
勤

務
中
や
業
務
中
に
電
気
自
動

車
の
充
電
を
行
い
、
よ
り
快

適
に
電
気
自
動
車
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み

で
あ
る「
ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ス
・

チ
ャ
ー
ジ
ン
グ
」
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
京
都
環

境
保
全
公
社
で
も
、
今
月
か

ら
こ
の
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。
施
設
見
学
や
商
談
な
ど

の
来
訪
者
が
希
望
す
れ
ば
、

急
速
充
電
器
で
Ｅ
Ｖ
の
充
電

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｅ
Ｖ
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
で
は
、
日
産
は
環
境
教

育
に
も
注
力
し
て
お
り
、「
日

産
わ
く
わ
く
エ
コ
ス
ク
ー

ル
」
を
展
開
。
小
学
校
に
出

向
い
て
環
境
問
題
や
未
来
の

ク
ル
マ
に
つ
い
て
話
を
し
、

実
験
か
実
車
見
学
の
体
験
授

業
を
行
っ
た
り
、
自
治
体
や

他
の
企
業
が
主
催
す
る
環
境

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
て
い

る
。
一
方
京
都
環
境
保
全
公

社
も
伏
見
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
（
京
都
市
）
と
瑞
穂
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
（
京
丹
波

町
）
が
、
環
境
省
が
進
め
る

「
体
験
の
機
会
の
場
」
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

施
設
を
活
用
し
て
、
環
境
教

育
に
は
今
後
さ
ら
に
力
を
入

れ
て
い
く
考
え
。
日
産
、
京

都
環
境
保
全
公
社
の
協
力
・

連
携
に
よ
る
環
境
教
育
等
の

実
施
も
検
討
し
て
い
く
。

　

Ｅ
Ｖ
を
活
用
し
た
災
害
対

策
強
化
で
は
、
災
害
に
よ
る

停
電
時
に
非
常
用
電
源
と
し

て
日
産
の
販
売
会
社
に
配
備

し
て
い
る
Ｅ
Ｖ
を
貸
与
。
京

都
環
境
保
全
公
社
で
発
電
し

た
電
力
を
Ｅ
Ｖ
に
充
電
し
、

同
社
施
設
や
地
域
住
民
に
提

供
す
る
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
。

　

京
都
環
境
保
全
公
社
と
日

産
は
同
協
定
締
結
を
機
に
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
美
し
い
自
然
環
境

を
未
来
に
残
す
た
め
、
Ｅ
Ｖ

の
普
及
を
通
じ
た
脱
炭
素
社

会
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
て
、
今
後
連
携
を
強
化

し
て
い
く
考
え
だ
。

業
が
地
球
社
会
に
お
け
る
責

任
と
役
割
の
増
大
に
応
え
て

い
く
た
め
に
は
、
地
球
環
境

に
配
慮
し
た
積
極
的
な
参
画

を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
同

社
調
査
で
は
、
家
電
を
長
く

安
心
し
て
使
い
た
い
人
は

76
・
７
％
で
、
そ
の
理
由
と

し
て
節
約
や
節
電
、
環
境
負

荷
へ
の
配
慮
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
同
社
の
リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ

シ
ュ
品
の
購
入
者
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
総
合
満
足

度
は
89
％
で
、「
価
格
面
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
側
面
か
ら
み
て

も
良
い
買
い
物
が
で
き
た
」

「
中
古
品
と
感
じ
さ
せ
な
い
仕

上
が
り
」
と
い
っ
た
評
価
を

得
て
い
る
。
同
社
は
そ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
応
え
リ
フ
ァ
ー

ビ
ッ
シ
ュ
品
の
対
象
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
拡
充
す
る
。

　

昨
年
12
月
か
ら
中
古
品
で

も
安
心
し
て
使
え
る
１
年

間
の
保
証
を
適
用
し
た
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
販
売

を
、
ド
ラ
ム
式
洗
濯
乾
燥
機

と
４
Ｋ
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、

リ
フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
の
定

額
利
用
サ
ー
ビ
ス
は
、
昨
年

６
月
か
ら
ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ

ヤ
ー
ナ
ノ
ケ
ア
と
、
今
年
２

月
か
ら
卓
上
型
食
器
洗
い
乾

燥
機
を
提
供
し
て
い
る
。
今

般
、
販
売
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ビ
、ブ
ル
ー

レ
イ
デ
ィ
ス
ク
レ
コ
ー
ダ
ー
、

ミ
ラ
ー
レ
ス
一
眼
カ
メ
ラ
、

冷
蔵
庫
を
加
え
る
と
と
も
に
、

今
年
９
月
（
予
定
）
に
は
電

子
レ
ン
ジ
と
炊
飯
器
を
揃
え

計
10
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
事
業
を

展
開
し
、
資
源
を
有
効
活
用

し
て
顧
客
へ
の
価
値
提
供
の

　

日
本
リ
ユ
ー
ス
シ
ス
テ

ム
（
東
京
都
港
区
）
は
、
１

月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
の
被
災
地
支
援
活
動

「
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
事
業
」

を
開
始
し
た
。
２
月
か
ら
石

川
県
七
尾
市
を
中
心
に
支
援

物
資
の
提
供
や
、
地
元
の
学

校
や
災
害
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
寄
付

な
ど
を
実
施
。
ま
た
今
月
か

ら
は
同
市
に
あ
る
福
祉
作
業

所
「
え
も
る
」
と
組
ん
で
、

同
社
独
自
事
業
で
あ
る
「
古

着
de
ワ
ク
チ
ン
」
の
「
能
登

半
島
地
震
復
旧
・
復
興
応
援

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
リ
リ
ー
ス

す
る
。

　

３
月
８
日
に
は
同
社
の
山

田
正
人
社
長
自
ら
が
現
地
入

り
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
災

リ
ュ
ッ
ク
、
食
料
、
お
む
つ
、

ト
イ
レ
な
ど
の
二
次
災
害
予

最
大
化
に
取
り
組
む
。

10
日
に
は
東
京
都
品
川
区

の
同
社
目
黒
ビ
ル
で
、
メ

デ
ィ
ア
を
招
い
て
国
内
Ｂ
to

Ｃ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
説

明
会
を
実
施
。
同
社
の
宮
地

晋
治
執
行
役
員
が
同
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
宮
地
氏

は
、「
今
後
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
実
現

に
向
け
た
貢
献
を
強
化
す
る

た
め
に
は
、
初
期
不
良
や
店

頭
展
示
品
の
戻
り
品
に
加

え
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
伴
い
増

加
す
る
契
約
終
了
後
に
戻
っ

て
く
る
製
品
の
再
生
、
再

活
用
の
取
り
組
み
と
と
も

に
、
再
生
済
み
中
古
品
、
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
に
対
す

る
お
客
様
の
関
心
、
安
心
の

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
当
社
は
、
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
の
循
環
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
く
」

と
話
し
た
。

防
ア
イ
テ
ム
や
、
水
、
お
茶

等
の
飲
料
な
ど
大
型
ト
ラ
ッ

ク
２
台
分
の
支
援
物
資
を
届

け
た
。
物
資
を
受
け
取
っ
た

被
災
地
の
人
々
か
ら
は
、「
物

資
を
届
け
て
も
ら
い
安
心
で

き
た
」「
衛
生
用
品
が
あ
り

が
た
い
」「
次
い
つ
ま
た
地

震
が
く
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
災
害
予
防
品
は
う
れ
し

い
」な
ど
の
声
が
上
が
っ
た
。

今
後
は
「
義
善
催
」
と
し
て

多
希
飯
会
、
避
難
所
暮
ら
し

の
人
向
け
の
体
操
教
室
、
共

同
募
金
会
に
よ
る
福
祉
相
談

会
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
協
会

所
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
作
品
展

も
企
画
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
月
か
ら
は
古

着
de
ワ
ク
チ
ン
の
復
旧
・
復

興
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
取
り

扱
い
を
開
始
す
る
。
古
着
de

ワ
ク
チ
ン
は
不
要
と
な
っ
た

衣
類
を
回
収
し
て
開
発
途
上

国
で
再
利
用
す
る
と
と
も
に

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
す

る
取
り
組
み
で
、リ
ユ
ー
ス
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
す
る
と

同
時
に
、
子
供
た
ち
の
命
を

守
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
０
年
に
販
売
開

始
、
毎
月
約
２
万
人
が
利
用

し
て
い
る
。
今
年
２
月
末
ま

で
の
実
績
は
、
合
計
６
４
３

万
２
３
４
８
人
分
の
ワ
ク
チ

ン
を
寄
付
、
合
計
５
０
７
０

万
７
４
０
０
着
分
の
衣
類
を

有
効
活
用
し
て
い
る
。

　

今
回
の
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

で
は
売
り
上
げ
の
一
部
を
、

ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
復
旧
・
復
興
活
動
に
充
当

す
る
。「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

被
災
地
・
被
災
者
の

方
々
が
困
っ
て
い
る

〝
モ
ノ
や
コ
ト
〞
そ

し
て
お
客
様
へ
の
復

旧
・
復
興
を
願
う
想

い
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
い
る
。「
え

も
る
」
が
回
収
キ
ッ

ト
の
製
造
・
発
送
を

行
う
。

　

同
社
で
は
今
後
も

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被

災
地
支
援
を
継
続
し

て
行
く
考
え
だ
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
４
月
10

日
か
ら
同
社
検
査
済
み
再

生
品
（
保
証
付
）「
Ｐ
ａ
ｎ

ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｆ
ａ
ｃ
ｔ

ｏ
ｒ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
」

の
陣
容
を
10
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

拡
大
し
、
公
式
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ

ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
」
で
販
売
お
よ
び
定

額
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
。「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ

Ｆ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
Ｒ
ｅ
ｆ
ｒ

ｅ
ｓ
ｈ
」
は
、
同
社
グ
ル
ー

プ
製
造
事
業
部
監
修
の
も

と
、
同
社
の
厳
格
な
出
荷
基

準
を
満
た
し
た
高
品
質
な
リ

フ
ァ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
品
（
中
古

再
生
品
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
今
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
の
中
で
、
企「Panasonic Factory Refresh」の製品

TNFDの基本プロセスイメージ（出典：環境省／
生物多様性民間参画ガイドライン　第３版）

　

京
都
環
境
保
全
公
社
と
、
日
産
自
動
車
お
よ
び
京
都
日
産
自
動
車
の
３
社
は
こ
の
ほ

ど
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
活
用
し
脱
炭
素
社
会
実
現
と
災
害
対
策
強
化
に
向
け
た
連

携
協
定
を
締
結
し
た
。
京
都
環
境
保
全
公
社
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
基
本
方
針
に
「
脱
炭
素
社
会

及
び
循
環
型
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
お
り
、
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処

理
、
資
源
循
環
率
の
向
上
お
よ
び
最
終
処
分
（
埋
め
立
て
）
量
の
削
減
と
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
初
め
に
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
廃
棄
物
焼
却
施
設（
新

３
号
焼
却
炉
）
で
は
、
高
効
率
発
電
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｖ
の
「
日
産
リ
ー
フ
」

を
社
用
車
と
し
て
導
入
し
て
お
り
、
廃
棄
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
利
活
用
し
た
環
境

対
策
や
防
災
対
策
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
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RPF成形固化機RPF成形固化機

時代はRPF !!

タジリは、ＲＰＦ製造装置のパイ
オニアメーカーです1
破砕、定量供給、成形、冷却の
一連のシステムを提案2

マテリアルリサイクルが困難な
廃プラや木くず、紙くずが原料3
製紙メーカーのほか、多様な
供給先が見込まれます。4

Ｍａｄｅ
ｉｎ

埼玉

環境の変化に対応するための選択肢の一つ

一軸破砕機　バイトローター
プラスチック・ゴム等の軟らかいものから木材、
巻取ロール、雑誌などの堅いものまで、効率よく
破砕。複合素材をリサイクルに適したサイズへ、
破砕・粉砕・分離できます。

次世代のエネルギー製造へ。
 CO2削減に貢献！

ウエストポーター

RPF製造用
前処理破砕に最適!




